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研究成果の概要（和文）：日本語を母語とする未就学児（5－6歳）は，ひらがなを音読出来るようになる以前か
ら，言葉が文字でどう表記されるかについて潜在的な知識を有しており，絵に合う文字の選択といった簡易な課
題で評価出来る可能性が示された。また，未就学期の文字認識は，就学後の音読速度や正確性と関連することが
示唆され，認識の不全が疑われる子どもには文字との自然な接触を促す介入を積極的に行うことが望ましいと考
えられた。脳機能評価については，文字に対する初期の事象関連電位が文字認識の様相，および介入による認識
の変化を捉えるのに適していることが示され，今後更なる応用を図っていく必要がある。

研究成果の概要（英文）：Japanese-native preschoolers (age 5-6) were able to identify Hiragana that 
matches words even before they became able to read aloud, which indicated the existence of implicit 
letter knowledge. In addition, the result of longitudinal survey showed that preschoolers with 
weaker letter recognition exhibited reading problems, such as decreased fluency and accuracy, in 
early elementary grades. For such children, early intervention to facilitate natural exposure to 
letters may be of particular importance. Regarding the evaluation based on measuring brain function,
 early visual components of event-related brain potentials were shown to be useful for examining the
 state of letter recognition, as well as for identifying the intervention-related changes in neural 
substrates. Further sophistication of the early identification and intervention methods are 
necessary for mitigating and preventing difficulties related to developmental dyslexia.

研究分野：特別支援教育、認知神経科学、生理心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は，ひらがなの読みに関わる従来の研究が読める（音読できる）・読めないの二値的な区分で進め
られていたのに対し，読める前にも認識が成立しているという新しい見方を確立した点に大きな学術的意義があ
る。社会的意義としては，そうした｢読める前の文字認識｣に着目することで，発達性ディスレクシアの早期発見
および介入が促進され得ることを示した点が上げられ，小学校入学後のつまずきを予防・軽減するための方策と
して就学前教育（幼稚園・保育園）や保幼小連携の中に取り入れられていくことが望まれる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 発達性ディスレクシアのある子どもは文字の読み書きに特異的な困難を示すが、読み書きは
様々な学習の基盤となるスキルであるため、学業や生活の大きな支障となることが多い。その
ため、発達性ディスレクシアおよびそのリスクのある子どもたちに対しては早期からの発見・
介入が非常に重要である。これを受けて、国内外の先行研究では、読み書きを学ぶ以前の未就
学児において、読み困難の前駆的状態を同定するためのアセスメントが様々に開発されてきた。
しかし、それらの多くは読みとの関連が想定される認知機能（音韻意識、視覚認知、聴覚情報
処理、流暢性など）に着目したものであり、読みそのものの習得を必ずしも正確に予測しない
ことも指摘されてきた。これに対し本研究では、未就学児において文字そのものを用いたアセ
スメントを行うことで、後の読み習得をより正確に予測し得ると考え、潜在的な文字学習に着
目した評価法の検討および早期発見・介入法の開発を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
 未就学児における文字学習を認知神経科学的手法（脳活動・行動）により検討し、その結果
と後の読み習得の関連性を縦断的に明らかにすることを目的とする。そして、文字に対する親
近性や潜在的学習の観点から読み能力の予測因子を解明し、介入による変化を検証することを
目指す。 
 
３．研究の方法 
 未就学児（4-6 歳）を対象に、実験的な研究手法を用いて文字の学習を評価する。脳機能の
評価では、文字列（ひらがな等）および記号列を見ているときの事象関連脳電位を測定し、文
字に対する特異的な N1 増強が出現するかを検討する。行動指標による評価は、文字を先行刺
激、絵を標的刺激とするプライミング課題において、絵と関連する文字の提示が絵の処理を促
進するかを行動学的に検討する。合わせて、読むことのできるひらがなの数を調べ、顕在的な
読みの習得と潜在的な文字学習の対応を調べる。そして、未就学期にこれらの評価を実施した
子どもを就学後まで追跡し、ひらがなの音読検査（速度・正確性の評価）を実施する。それら
の結果について対応関係を調べ、本研究で確立した指標が読み習得に対して持つ予測性を明ら
かにする。さらに、脳機能や行動の指標から潜在的な文字学習の不全が疑われる子どもに対し
て介入を行い、その前後の変化を検証する。 
 
４．研究成果 
事象関連電位による文字学習の評価 
 文字に対する事象関連電位（脳活動）を用いた評価法の検討は、読みが正常な成人を対象と
した基礎知見の収集から開始した。これまでの研究で文字列は、非文字列（記号等）と比較し
て高振幅の N1（初期の視覚誘発電位）を惹起することが分かっていた。この文字列に特異的な
N1増強が、文字列を一つのまとまりとして行われる処理と、文字列中の個々の文字に対して行
われる処理のどちらを反映するか検討したところ、N1増強には個々の文字の処理も関わること
が示唆された。文字学習の初期段階では文字列中の文字を 1つずつ認識していくことが知られ
ており、上記の反応はそうした初期の文字学習を評価する脳機能指標として有用と考えられた。
また、ひらがなで表記された単語に対する事象関連電位を検討したところ，成人では語頭文字
に注意が向きやすいことが分かり，文字や読みの学習により形成された注意および神経応答の
特性が示唆された。同様の特性は，文字を潜在的に学習しつつある未就学児にも存在する可能
性があり，今後は成人の実験手法および知見の応用を進めていくことが望まれる。 
 
行動指標による文字学習の評価 
 研究開始当初に予定していたプライミング課題は、データ収集を進めて行く過程で実施上の
難しさが生じたため、絵・言葉とひらがな文字の見本合わせ課題を 2種類作成した。課題 1で
は、幼児がよく知っている言葉の 1文字を隠したものと（例：ねこ→ね○），言葉に対応する絵
を見せ，隠されている文字を選択肢の中から選んでもらった（例：ね・む）。課題 2では、拗音
を含む言葉の拗音部分を隠し（例：おもちゃ→おも  ），その部分に当てはまる文字を正し
い拗音，拗音の清音表記，誤った拗音の中から選択してもらった（例：ちゃ・ちょ・ちや）。こ
れらの課題を 5-6 歳の未就学児を対象として行い、合わせて参加児が読めるひらがなの文字数、
および拗音を含む単語数（課題 2）を調べた。その結果，課題 1 では、ほとんどもしくは全て
のひらがなを音読出来た参加児では選択課題もほぼ満点であり，ひらがなが全く読めない（10
文字以下）子どものほとんどは，選択課題もチャンスレベルの成績であった。しかし、読める
ひらがなが半数未満であるにも関わらず，選択課題ではチャンスレベル以上の正答率を示した
児が一定数いた。課題 2でも、拗音の音読を獲得していないが，選択課題ではチャンスレベル
以上の正答を示す子どもが一定数いることが明らかになった。これらの結果から，ひらがなを
音読できるようになる前の未就学児でも言葉の中の文字について、ある程度の知識を持ってい
ることが示された。 
 
未就学期の文字学習と就学後の読み獲得の関連 
 就学前の文字に対する認識と，就学後の読みの力の関連を調べるため，昨年度以前に本研究



に参加した子どもを対象に追跡調査を行った。その結果，5-6 歳時に文字認識の弱さを示した
子どもは，小学校 1 年生時点でひらがなの音読が遅く，2 年生になっても音読の困難が持続す
る子どもが多かった。これらより，未就学時点での文字学習の低下は，小学校入学後に発達性
ディスレクシアおよび類似の特性を示し得る子どもの重要な兆候であることが示され，早期発
見の手立てとして今後一層の精緻化および一般化を図っていく必要があると考えられた。 
 
文字学習への介入による事象関連電位の変化 
 文字学習への介入に伴う脳機能変化については，子どもを対象として未定着の文字の読み指
導を行い，その前後で事象関連電位（N1）の変化を調べた。その結果，介入は文字列に対する
N1を増強させ，文字と文字ではない記号に対するN1振幅の差異を拡大させることが示された。
これらの変化は文字学習の神経基盤と考えられ，未就学児の検討において有用な指標になるこ
とが期待される。介入に伴う変化については、多数の子どもを対象とした大規模なデータ収集
を行うには至らなかったため、介入と脳機能変化の関係性については今後さらなる検討を重ね
ていく必要がある。 
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